
1．DIMM形状CPUモジュールの概要

● DIMM形状CPUモジュールの概要

VR4131DIMMのブロック図を図1に，外観を写真1に

示します．CPUとして200MHz動作のVR4131（NECエレ

クトロニクス製）が搭載されています．VR4131DIMMでは

ローカル・バスも出力されてはいるものの，データ・バス

幅が16ビットで，アドレス空間も狭くなっています．

また，MPC5200DIMMのブロック図を図2に，外観を

写真2に示します．CPUとして400MHz動作のMPC5200

（Freescale Semiconductor社製）が搭載されています．

MPC5200DIMMではローカル・バスは出力されておらず，

EthernetやATA用の信号が配線されています．
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　組み込みシステム開発評価キットで用意されているFPGA用のサンプル設計データは，各種コン
トローラをローカル・バス上のメモリ空間にマッピングする設計となっている．ここでは，これら
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図1 VR4131DIMMのブロック図
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図2 MPC5200DIMMのブロック図

システム・リセット�

GPIO

I2Cバス�

Ethernet MIIバス�

同期SIO

非同期SIO×2チャネル�

フラッシュ�
ROM�

8Mバイト�

DDR�
SDRAM�
64Mバイト�

CPU�
MPC5200

OSC

水晶発振子�

電源回路�

PCI�
アービタ�

JTAG

S
O
-D
IM
M（
14
4ピ
ン
）エ
ッ
ジ
・
コ
ネ
ク
タ
�

+3.3V電源�
システム信号�
（ローカルPlusバス）�
ATAホスト・バス�
PCIバス�
（32ビット，33MHz）�

写真1
VR4131DIMMの外観

写真2
MPC5200DIMMの外観
（ヒートシンクを外した
状態）



これらのCPUモジュールは，CPUとメインRAM，そ

してブート用およびOS格納用のフラッシュROMを，SO-

DIMM形状の小さなモジュールに実装したものです．電源

を供給すれば，このモジュールだけでLinuxまで起動しま

す．詳細は参考文献（1）～（3）を参照してください．

● BLANCAとPCIバス経由による接続

図3にDIMM形状CPUモジュールを組み込みシステム

開発評価キット（通称「BLANCA」）に接続するためのコネ

クタ変換基板，いわゆるゲタ基板のブロック図を示します．

BLANCAとはPCIバスの信号だけでなく，パワーON/マ

ニュアル・リセット系の信号などでもつながっています．

またCPUモジュールのブロック図で示したように，CPU

モジュールから同期シリアルが2チャネル出ているので，

ゲタ基板上にRS-232-C用ドライバ/レシーバを介してD-

Sub 9ピン・コネクタが用意されています．

ゲタ基板へVR4131DIMMを接続した様子を写真3に，

MPC5200DIMMをBLANCAの上にスタック接続した様

子を写真4に示します．

2．各コントローラの
PCIバスへの マッピング方法

DIMMモジュールはローカル・バスが出力されていない

ため，BLANCAと接続するにはPCIバスを介させるしか

ありません．なお，ここではPCIバスについて詳しく解説

できないので，参考文献（4）～（5）を参照してください．

● 複数のコントローラを一つのPCIデバイスに実装

A/VプロセッサにはアナログRGB出力やAC97 CODEC

によるサウンド入出力，I/Oプロセッサには IDEやLAN

などがつながります．それぞれ個別のコントローラとして

存在しますが，実デバイスとしては一つのFPGAに複数の

コントローラを実装する必要があります．これを実現する

にはどのような方法があるのでしょうか．

PCIデバイスのコンフィグレーション・レジスタには，

ベース・アドレス・レジスタと呼ばれる先頭アドレスを保

持するレジスタが最大6本あります．例えばベース・アド

レス・レジスタ0にはアナログRGBコントローラの先頭

アドレスを，ベース・アドレス・レジスタ 1にはサウン

ド・コントローラの先頭アドレスを割り当てるという方法

もあるでしょう．これで最大六つのコントローラを実装で
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図3 DIMM形状CPUモジュール用ゲタ基板のブロック図
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写真3 ゲタ基板＋VR4131DIMMの接続状態

写真4 BLANCA＋ゲタ基板＋MPC5200DIMMの接続状態




